
■会議結果報告書■ 

会議名称 第７期札幌市子どもの権利委員会 第３回委員会 

日  時 令和５年11月14日（火）18：00～19：50 

場  所 子ども未来局７階大会議室 

出席委員 12名出席/14名中 

議題等 概要 

開 会 

議題： 

令和５年度札幌市

子どもに関する実

態・意識調査につい

て 

【事務局説明】 

・以下の資料に沿って、令和５年度札幌市子どもに関する実態・意識調査票案

（子ども）について説明。 

《資料１》令和５年度 子どもに関する実態・意識調査の項目設定について

《資料２》令和５年度子どもに関する実態・意識調査票＜子ども＞ 

《資料３》令和５年度子どもに関する実態・意識調査票＜大人＞ 

【資料２について主な質問・意見】 ◇委員 ◆事務局 

◇調査票右上には子ども（13～18歳）と記載されているが、文中は10～18歳と

記載されている。どちらが正しいのか。 

◆右上は10～12歳、13～18歳の２種類の調査票を表記。文中は10～18歳までの

子どもに調査をしていることがわかるよう全体の対象者を表記している。 

◇問２の選択肢に短期大学生をくわえては。 

◆表記を修正する。 

◇問７は地域主導で提供した取組も含めているのか。 

◆自主的、地域主導によらず、地域との関わりがあるかどうかを尋ねたいと思

っている。 

◇問25で参考にした札幌市まちづくり戦略ビジョンはいつのものか。 

◆第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン2023である。 

◇問25はなぜ三つまでの選択なのか。その他欄を入れたら斬新な考えが出てく

るのではないか。 

◆すべて目指すべきものであり、その中で特に大事だと思うものを選んでもら

うため三つまでとしている。自由な意見は問26に書いていただきたいと思っ

ている。 

【資料３について主な質問・意見】 ●委員長 ◇委員 ◆事務局 

◇問７の３は「不登校・ひきこもりなど」に、問16-1の２は「兄弟姉妹」とし

た方がよいのでは。 

◆修正する。 

◇問４の７だけ、高校３年生を含むとなっているのはなぜか。 

◆18歳に到達しても、高校３年生は子どもに含めることから記載している。 

◇問17のア「学校のスクールカウンセラーなど」の「など」は子ども向けには

記載がないが、何か理由があるのか。 

◆子どもと統一し、「学校のスクールカウンセラー」とする。 

◇問７で特にないという選択肢は何になるのか。 



◆問題を感じていないということを認識しなければならないと思っている。 

◇問５にも数字の重複がある。問17のス、北海道警察少年サポートセンターが

やっているのは「少年相談110番」が正しいのではないか。 

◆訂正する。 

◇調査人数5,000人を今後増やす予定はあるか。 

◆調査ものでは、何人に調査をすれば全体像が見えるという数字があり、今回

も必要な人数から取るため、今のところ増やすことは考えていない。 

◇１ページ目の説明文書に具体的な取組名称を入れたら、興味のある人は調べ

られると思う。 

◆現行の計画名を記載するよう修正する。 

◇問７は選択肢に関連性や、因果関係があるものも多いが、どのように統計分

析するのか。選択肢はどのようなことを想定して選んだのか。三つまでの選

択は少なく感じるが全部選択は難しいのか。 

◇誰が何に丸をつけているのか、クロス集計で見ていくことができる。一つ一

つのカテゴリーが独立して存在するものは難しく、ここに上がってきている

のは一つの現象ではないかと思う。全部丸にすると凸凹がなくなってしま

い、統計上の有意性が出てこなくなってしまうため、上位三つ選択がよいと

思う。 

◆社会課題はたくさんあり、この整理でよいのかということはあると思う。こ

れで進め、いただいた意見を踏まえながら、どう分析するか検討させていた

だきたい。 

◇算用数字と漢数字が混じっている。 

◆統一する。 

◇アシストセンターの情報がわかりにくい。 

◆見やすく修正する。 

●委員からの意見に基づいて修正し、確定後の調査票は後日委員に共有してほ

しい。 

その他 【事務局からの連絡事項】 

・次回は令和５年度子どもに関する実態・意識調査の結果について 

・調査結果は令和６年３月末にまとまる見込みで、それ以降の開催を予定。 

以上


